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凡例 

１ 主に、種の記載としたが、可能なものは亜種としての記載を行った。本県には同一種で複数の亜種が生息する例はないので、

絶滅した３種類（ニホンオオカミ、ニホンカワウソ、ニホンイノシシ）を除くと、掲載亜種数と掲載種数の合計は、生息種数

と一致する。 

２ 種の学名およびその和名、分類群の配列は阿部永監修「日本の哺乳類」（1999）東海大学出版会に、主に従った。亜種名およ

びその和名は、日本哺乳類学会編「レッドデータ 日本の哺乳類」(1997)文一総合出版に、主に従った。 

 
 
 

陸生哺乳類 
モグラ目 

トガリネズミ科 
 1. Sorex caecutiens shinto Thomas, 1905 ホンシュウトガリネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 2. Chimarrogale platycephala (Temminck, 1842) カワネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 3. Crocidura dsinezumi (Temminck, 1843) ジネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
モグラ科 

 1. Dymecodon pilirostris True, 1886 ヒメヒミズ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 2. Urotrichus talpoides Temminck, 1841 ヒミズ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 3. Euroscaptor mizura (Günther, 1880) ミズラモグラ 
 ・ 今泉吉典 (1968) 五葉山と早池峰の小哺乳類―特にトウホクヤチネズミの分類学的地位について. 国立科学博物館専報,  
      1: 84-91.  
 ・ 中島布美子・三浦まき子・山本五男 (1992) 一戸町西岳の小型哺乳類. Paulownia, 24: 29－35.  
 4. Mogera wogura (Temminck, 1842) アズマモグラ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
コウモリ目 

キクガシラコウモリ科 
 1. Rhinolophus ferrumequinum (Schreber, 1774) キクガシラコウモリ 
 ・ 遠藤公男 (1980) 宮古市の自然. Pp117-120, 宮古市.  
 ・ 明治大学地底研究部 1985. 遠野市洞穴調査報告書, 66pp. 遠野市博物館. 
 ・ 沢田勇 (1976) 条虫相からみた日本産キクガシラコウモリの分布に関する知見. 動物学雑誌, 85:140-155.  
 ・ Yoshiyuki, M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
 2. Rhinolophus cornutus Temminck, 1835 コキクガシラコウモリ 
 ・ 遠藤公男 (1980) 宮古市の自然, Pp117-120. 宮古市.  
 ・ 明治大学地底研究部 (1985) 遠野市洞穴調査報告書, 66pp. 遠野市博物館. 
 ・ 沢田勇 (1976) 条虫相からみた日本産キクガシラコウモリの分布に関する知見. 動物学雑誌, 85: 140-155.  
 ・ Yoshiyuki, M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  

 
ヒナコウモリ科 

 1. Myotis macrodactylus (Temminck, 1840) モモジロコウモリ 
 ・ 遠藤公男 (1980) 宮古市の自然, Pp117-120. 宮古市.  
 ・ 明治大学地底研究部 (1985) 遠野市洞穴調査報告書, 66pp. 遠野市博物館. 
 ・ 沢田勇 (1976) 条虫相からみた日本産キクガシラコウモリの分布に関する知見. 動物学雑誌, 85: 140-155.  
 ・ Yoshiyuki, M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
 2. Myotis pruinosus Yoshiyuki, 1971 クロホオヒゲコウモリ 
 ・ 小野泰正・関山房兵 (1986) 早池峰自然環境保全地域の哺乳類. 早池峰自然環境保全地域調査報告書, pp. 199-209.環境庁自

然保護局. 
 ・ Yoshiyuki M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
 3. Myotis ikonnikovi Ognev, 1912 ヒメホオヒゲコウモリ 
 ・ 日本野生生物研究センター (1991) 生態系保全に着目した計画策定手法に関する研究調査報告, 103pp.  
 ・ Yokoyama, K. (1996) Note concerning the Fuji whiskered bat (Myotis fujiensis). Ann. Speleol. Inst. Japan, 14: 17-18.  
 ・ 吉行端子 (1968) 五葉山ならびに早池峰山の翼手類. 国立科学博物館報, 1: 92-95.  
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 4. Myotis frater Allen, 1923 カグヤコウモリ 
 ・ 日本野生生物研究センター (1991) 生態系保全に着目した計画策定手法に関する研究調査報告書, 103pp.  
 ・ Yoshiyuki, M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
 5. Myotis nattereri (Kuhl, 1817) ノレンコウモリ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 6. Pipistrellus abramus (Temminck, 1840) アブラコウモリ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 7. Pipistrellus endoi Imaizumi, 1959 モリアブラコウモリ 
 ・ 遠藤公男 (1973) 原生林のコウモリ, pp. 184. 学習研究社. 
 ・ 小野泰正・関山房兵 (1986) 早池峰自然環境保全地域の哺乳類. 早池峰自然環境保全地域調査報告書, pp. 199-209.環境庁自

然保護局.  
 ・ 横山恵一 (1997) モリアブラコウモリ(Pipistrellus endoi)、図書室で休眠. コウモリ通信, 1: 1-2.  
 8. Nyctalus aviator Thomas, 1911 ヤマコウモリ 
 ・ 遠藤公男 (1980) 宮古市の自然, pp117-120. 宮古市.  
 ・ 藤井忠志 (1995) クマゲラにまつわる記憶, 144pp. 盛岡タイムス社. 
 ・ 前田喜四雄 (1973) 日本の哺乳類(II)翼手目ヤマコウモリ属. 哺乳類科学, 27: 1-28.  
 ・ 日本野生生物研究センター (1991) 生態系保全に着目した計画策定手法に関する研究調査報告書. 103pp.  
 ・ Yoshiyuki M. 1989. A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp 
 9. Nyctalus furvus Imaizumi et Yoshiyuki, 1968 コヤマコウモリ 
 ・ 小野泰正・関山房兵 (1986) 早池峰自然環境保全地域の哺乳類. 早池峰自然環境保全地域調査報告書, pp. 199-209. 環境庁

自然保護局.  
10. Vespertilio superans Thomas, 1898 ヒナコウモリ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
11. Barbastella leucomelas (Cretzschmar, 1826) チチブコウモリ 
 ・ Yoshiyuki, M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
12. Plecotus auritus (Linnaeus, 1758) ウサギコウモリ 
 ・ 日本野生生物研究センター (1991) 生態系保全に着目した計画策定手法に関する研究調査報告書, 103pp.  
 ・ 横山恵一 (1985) ニホンウサギコウモリ・繁殖集団発見の記. いわて文化財, 86: 2-3.  
 ・ Yoshiyuki M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
13. Miniopterus fuliginosus (Hodgson, 1835) ユビナガコウモリ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
14. Murina leucogaster Milne-Edwards, 1872 テングコウモリ 
 ・ 日本野生生物研究センター (1991) 生態系保全に着目した計画策定手法に関する研究調査報告書, 103pp.  
 ・ Yokoyama, K. (1996) Note concerning the Fuji whiskered bat (Myotis fujiensis). Ann. Speleol. Res. Inst. Japan, 14: 17-18.  
 ・ Yoshiyuki M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
15. Murina ussuriensis Ognev, 1913 コテングコウモリ 
 ・ 日本野生生物研究センター (1991) 生態系保全に着目した計画策定手法に関する研究調査報告書, 103pp.  
 ・ Yoshiyuki M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  
 ・ Yoshiyuki, M. (1989) A systematic study of the Japanese Chiroptera. Nat. Sci. Mus. , Tokyo, 242pp.  

 
サル目 

オナガザル科 
 1. Macaca fuscata fuscata (Blyth, 1875) ホンドザル 
 ・ 大井徹ほか (1997) 東北地方のニホンザルの分布と保全上の問題点. ワイルドライフ・フォーラム, 3: 5-22.  

 
ウサギ目 

ウサギ科 
 1. Lepus brachyurus Temminck, 1845 ニホンノウサギ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
ネズミ目 

リス科 
 1. Sciurus lis Temminck, 1844 ニホンリス 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 2. Pteromys momonga Temminck, 1844 ニホンモモンガ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 3. Petaurista leucogenys (Temminck, 1827) ムササビ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
ヤマネ科 

 1. Glirulus japonicus (Schinz, 1845) ヤマネ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
ネズミ科 

 1. Eothenomys andersoni (Thomas, 1905) ヤチネズミ 
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 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 2. Microtus montebelli (Milne-Edwards, 1872) ハタネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 3. Apodemus argenteus (Temminck, 1844) ヒメネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 4. Apodemus speciosus (Temminck, 1844) アカネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 5. Rattus norvegicus (Berkenhout, 1769) ドブネズミ 
 6. Rattus rattus (Linnaeus, 1758) クマネズミ 
 7. Mus musculus Linnaeus, 1758 ハツカネズミ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
ネコ目 

クマ科 
 1. Ursus thibetanus japonicus Schlegel, 1857 ニホンツキノワグマ  
 ・ 岩手県環境保健部 (1991) ニホンツキノワグマ生息実態報告書.  

 
イヌ科 

 1. Vulpes vulpes japonica Gray, 1868 ホンドギツネ 
 ・ 環境庁 (1978) 第二回自然環境保全基礎調査―動物分布調査報告書(哺乳類)全国版.  
 2. Nyctereutes procyonoides viverrinus Temminck, 1844 ホンドタヌキ 
 ・ 環境庁 (1978) 第二回自然環境保全基礎調査―動物分布調査報告書(哺乳類)全国版.  
 3. Canis lupus hodophilax Temminck, 1839 ニホンオオカミ、絶滅種 
 ・ 遠藤公男(1994) 盛岡藩御狩り日記, 261pp. 講談社.  

 
イタチ科 

 1. Martes melampus melampus (Wagner, 1841) ニホンテン 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 2. Mustela itatsi Temminck, 1844 ニホンイタチ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  
 3. Mustela nivalis namiyei Kuroda, 1921 ニホンイイズナ 
 4. Mustela erminea nippon Cabrera, 1913 ホンドオコジョ 
 5. Mustela vison Schreber, 1777 ミンク、移入種 
 6. Meles meles anakuma Temminck, 1844 ニホンアナグマ 
 ・ 環境庁 (1978) 第二回自然環境保全基礎調査―動物分布調査報告書(哺乳類)全国版.  
 7. Lutra nippon Imaizumi and Yoshiyuki, 1989 ニホンカワウソ、絶滅種 
 ・ 遠藤公男 (1987) カワウソ「岩手の鳥獣百科」, pp. 216. 岩手日報社. 
 ・ 遠藤公男(1994) 盛岡藩御狩り日記, 261pp. 講談社. 

 
ジャコウネコ科 

 1. Paguma larvata (C. E. H. Smith, 1827) ハクビシン、移入種 
 

ウシ目 
イノシシ科 

 1. Sus scrofa leucomystax Temminck, 1842 ニホンイノシシ、絶滅種(一部地域で、飼育イノシシないしイノブタが野生化) 
 ・ 遠藤公男 (1987) イノシシ「岩手の鳥獣百科」, pp. 215. 岩手日報社 
 ・ 遠藤公男 (1994) 盛岡藩御狩り日記, 261pp. 講談社. 

 
シカ科 

 1. Cervus nippon centralis Kishida, 1936 ホンシュウジカ 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) 五葉山のシカ調査報告書(1994～1997)(高槻成紀編), 102pp. 

 
ウシ科 

 1. Capricornis crispus (Temminck, 1844) ニホンカモシカ 
 ・ 環境庁自然保護局 (1993) 第4回自然環境保全基礎調査―動植物分布調査報告書(哺乳類), 208pp.  

 
海生哺乳類 
アザラシ目 

アシカ科 
 1. Callorhinus ursinus (Linnaeus, 1758) キタオットセイ 

 
クジラ目 

ネズミイルカ科 
 1. Phocoenoides dalli (True, 1885) イシイルカ 
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マイルカ科 
 1. Trusiops truncatus (Montagu, 1821) ハンドウイルカ(バンドウイルカ) 
 2. Stenella coeruleoalba (Meyen, 1833) スジイルカ 
 3. Lissodelphis borealis (Peale, 1848) セミイルカ 
 4. Delphinus delphis Linnaeus, 1758 マイルカ 
 5. Lagenorhynchus obliquidens Gill, 1865 カマイルカ 
 6. Pseudorca crassidens (Owen, 1846) オキゴンドウ 
 7. Orcinus orca (Linnaeus, 1758) シャチ 
 8. Globicephala macrorhynchus Gray, 1846 コビレゴンドウ 
 9. Grampus griseus (G. Cuvier, 1812) ハナゴンドウ 

 
 
アカボウクジラ科 

 1. Ziphius cavirostris G. Cuvier, 1823 アカボウクジラ 
 2. Berardius bairdii Stejneger, 1883 ツチクジラ 
 3. Mesoplodon ginkgodens Nishiwaki and kamiya, 1958 イチョウハクジラ 

 
マッコウクジラ科 

 1. Physeter macrocephalus Linnaeus, 1758 マッコウクジラ 
 2. Kogia breviceps (Blainville, 1838) コマッコウ 

 
セミクジラ科 

 1. Eubalaena glacialis (Muller, 1776)セミクジラ 
 
コクジラ科 

 1. Eschrichtius robustus (Lilljeborg, 1861) コククジラ 
 
ナガスクジラ科 

 1. Balaenoptera acutorostrata Lacépède, 1804 ミンククジラ 
 2. Balaenoptera borealis Lesson, 1828 イワシクジラ 
 3. Balaenoptera edeni Anderson, 1878 ニタリクジラ 
 4. Balaenoptera musculus (Linnaeus, 1758) シロナガスクジラ 
 5. Balaenoptera physalus (Linnaeus, 1758) ナガスクジラ 

 
 
 
 

哺乳類目録作成者 

大井 徹 森林総合研究所東北支所主任研究官 

関山房兵 環境省猛禽類保護センター保護増殖専門官（元岩手県立博物館学芸第３課長） 
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64



鳥綱 
 
 

凡例 
 １ 記載順序および学名は、日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会.に依った。 

 
 
 
 

アビ目 
アビ科 

 1. Gavia stellata (Pontoppidan,1763) アビ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Gavia arctica (Linnaeus,1758) オオハム 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Gavia pacifica (Lawrence,1858) シロエリオオハム 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Gavia adamsii (Gray,1859) ハシジロアビ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
カイツブリ目 

カイツブリ科 
 1. Tachybaptus ruficollis (Pallas,1764) カイツブリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Podiceps nigricollis Brehm,1831 ハジロカイツブリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Podiceps auritus (Linnaeus,1758) ミミカイツブリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Podiceps grisegena (Boddaert,1783) アカエリカイツブリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Podiceps cristatus (Linnaeus,1758) カンムリカイツブリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ミズナギドリ目 

アホウドリ科 
 1. Diomedea albatrus Pallas,1769 アホウドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Diomedea immutabilis Rothschild,i893 コアホウドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Diomedea nigripes Audubon,1839 クロアシアホウドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ミズナギドリ科 

 1. Fulmarus glacialis (Linnaeus,1761) フルマカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Pterodroma externa (Salvin,1875) オオシロハラミズナギドリ 
 ・ 1997宮古市 
 3. Pterodroma phaeopygia (Salvin,1876) ハワイシロハラミズナギドリ 
 ・ (1979) 山階鳥研報. 
 4. Pterodroma hypoleuca (Salvin,1888) シロハラミズナギドリ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 5. Calonectris leucomelas (Temminck,1835) オオミズナギドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Puffinus carneipes Gould,1844 アカアシミズナギドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Puffinus griseus (Gmelin,1789) ハイイロミズナギドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Puffinus tenuirostris (Temminck,1835) ハシボソミズナギドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ウミツバメ科 

 1. Oceanites oceanicus (Kuhl,1820) アシナガウミツバメ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編. 日本鳥類目録改訂第５版. 日本鳥類学会. 
 2. Oceanodroma furcata (Gmelin,1789) ハイイロウミツバメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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 3. Oceanodroma leucorhoa (Vieillot,1818) コシジロウミツバメ 
 ・ 日出島、三貫島、船越大島 
 4. Oceanodroma monorhis (Swinhoe,1867) ヒメクロウミツバメ 
 ・ 三貫島 
 5. Oceanodroma castro (Harcourt,1851) クロコシジロウミツバメ 
 ・ 日出島、三貫島、船越大島 

 
ペリカン目 

ネッタイチョウ科 
 1. Phaethon rubricauda Boddaert,1783 アカオネッタイチョウ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編. 日本鳥類目録改訂第５版. 日本鳥類学会. 
 2. Phaethon lepturus Daudin,1802 シラオネッタイチョウ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 

 
ウ科 

 1. Phalacrocorax carbo (Linnaeus,1758) カワウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Phalacrocorax capillatus (Temminck＆Schlegel,1850) ウミウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Phalacrocorax pelagicus Pallas,1811 ヒメウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Phalacrocorax urile (Gmelin,1789) チシマウガラス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
グンカンドリ科 

 1. Fregata minor (Gmelin,1789) オオグンカンドリ 
 ・ 1991.8宮古市津軽石川 
 

コウノトリ目 
サギ科 

 1. Botaurus stellaris (Linnaeus,1758) サンカノゴイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Ixobrychus sinensis (Gmelin,1789) ヨシゴイ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 3. Ixobrychus eurhythmus (Swinhoe,1873) オオヨシゴイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Gorsachius goisagi (Temminck,1835) ミゾゴイ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 5. Nycticorax nycticorax (Linnaeus,1758) ゴイサギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Butorides striatus (Linnaeus,1758) ササゴイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Ardeola bacchus (Bonaparte,1855) アカガシラサギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 8. Bubulcus ibis (Linnaeus,1758) アマサギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 9. Egretta alba (Linnaeus,1758) ダイサギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Egretta intermedia (Wagler,1829) チュウサギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
11. Egretta garzetta (Linnaeus,1766) コサギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
12. Egretta eulophotes (Swinhoe,1860) カラシラサギ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
13. Egretta sacre (Gmelin,1789) クロサギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Ardea cinerea Linnaeus,1758 アオサギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
コウノトリ科 

 1. Ciconia boyciana Swinhoe,1873 コウノトリ 
 ・ 迷鳥として来る可能性あり 
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トキ科 
 1. Platalea minor Temminck＆Schlegel,1849 クロツラへラサギ 
 ・ 1996.1宮古市津軽石川 
 2. Nipponia nippon (Temminck,1835) トキ 
 ・ 絶滅 
 3. Threskiornis melanocephalus (Latham,1790) クロトキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
カモ目 

カモ科 
 1. Branta bernicla (Linnaeus,1758) コクガン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Anser anser (Linnaeus,1758) ハイイロガン 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 3. Anser albifrons (Scopoli,1769) マガン 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 4. Anser erythropus (Linnaeus,1758) カリガネ 
 ・ (1978) 岩手の鳥獣, 岩手県. 
 5. Anser fabalis (Latham,1787) ヒシクイ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 6. Cygnus olor (Gmelin,1789) コブハクチョウ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 7. Cygnus buccinator Richardson,1832 ナキハクチョウ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 ・ 澤田雪野1991年北上市 
 8. Cygnus cygnus (Linnaeus,1758) オオハクチョウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Cygnus columbianus (Ord,1815) コハクチョウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Aix galericulata (Linnaeus,1758) オシドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
11. Anas platyrhynchos Linnaeus,1758 マガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Anas poecilorhyncha Forster,1781 カルガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
13. Anas crecca Linnaeus,1758 コガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Anas formosa Georgi,1775 トモエガモ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
15. Anas falcata Georgi,1775 ヨシガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
16. Anas strepera Linnaeus,1758 オカヨシガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
17. Anas penelope Linnaeus,1758 ヒドリガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
18. Anas americana Gmelin,1789 アメリカヒドリ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
19. Anas acuta Linnaeus,1758 オナガガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
20. Anas querquedula Linnaeus,1758 シマアジ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
21. Anas clypeata Linnaeus,1758 ハシビロガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
22. Netta rufina (Pallas,1773 ) アカハシハジロ 
 ・ 2000.3.4. 宮古市 
23. Aythya ferina (Linnaeus,1758) ホシハジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
24. Aythya valisinertia (Wilson,1814 ) オオホシハジロ 
 ・ 1996年頃気仙川河口 
25. Aythya baeri (Radde,1863) アカハジロ 
 ・ 四ツ家孝司2001年1月御所湖 
26. Aythya fuligula (Linnaeus,1758) キンクロハジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
27. Aythya marila (Linnaeus,1761) スズガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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28. Melanitta nigra (Linnaeus,1758) クロガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
29. Melanitta fusca (Linnaeus,1758) ビロードキンクロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
30. Melanitta perspicillata (Linnaeus,1758) アラナミキンクロ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
31. Histrionicus histrionicus (Linnaeus,1758) シノリガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
32. Clangula hyemalis (Linnaeus,1758) コオリガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
33. Bucephala clangula (Linnaeus,1758) ホオジロガモ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
34. Bucephala islandica Gmelin,1785 キタホオジロガモ 
 ・ 遠藤公男1997.11津軽石川 
35. Bucephala albeola (Linnaeus,1758) ヒメハジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
36. Mergus albellus Linnaeus,1758 ミコアイサ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
37. Mergus serrator Linnaeus,1758 ウミアイサ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
38. Mergus merganser Linnaeus,1758 カワアイサ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
タカ目 

タカ科 
 1. Pandion haliaetus (Linnaeus,1758) ミサゴ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 2. Pernis apivorus (Linnaeus,1758) ハチクマ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 3. Milvus migrans (Boddaert,1783) トビ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Haliaeetus albicilla (Linnaeus,1758) オジロワシ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1993) 特殊鳥類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 5. Haliaeetus pelagicus (Pallas,1811) オオワシ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1993) 特殊鳥類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 6. Accipiter gentilis (Linnaeus,1758) オオタカ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1993) 特殊鳥類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 7. Accipiter gularis (Temminck＆Schlegel,1844) ツミ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Accipiter nisus (Linnaeus,1758) ハイタカ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 9. Buteo lagopus (Pontoppidan,1763) ケアシノスリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Buteo buteo (Linnaeus,1758) ノスリ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県. 
11. Butastur indicus (Gmelin,1788) サシバ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Spizaetus nipalensis (Hodgson,1836) クマタカ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1993) 特殊鳥類生息実態調査報告書. 岩手県. 
13. Aquila heliaca Savigny,1809 カタジロワシ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Aquila chrysaetos (Linnaeus,1758) イヌワシ 
 ・ 岩手県生活環境部 (1999) 野生生物保護対策事業報告書―イヌワシ生息状況調査―. 岩手県. 
15. Circus cyaneus (Linnaeus,1766) ハイイロチュウヒ 
 ・ 1985.1花泉町、1997江刺市 
16. Circus spilonotus Kaup,1847 チュウヒ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県. 

 
ハヤブサ科 

 1. Falco peregrinus Tunstall,1771 ハヤブサ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1993) 特殊鳥類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 2. Falco subbuteo Linnaeus,1758 チゴハヤブサ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県. 
 3. Falco columbarius Linnaeus,1758 コチョウゲンボウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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 4. Falco tinnunculus Linnaeus,1758 チョウゲンボウ 
 ・ 岩手県自然保護課 (1995) 小型ワシタカ類生息実態調査報告書. 岩手県.、・ 2000.6石鳥谷町繁殖 
 

キジ目 
キジ科 

 1. Coturnix japonica Temminck＆Schlegel,1849 ウズラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Syrmaticus soemmerringii Temminck,1830 ヤマドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Phasianus colchicus Linnaeus,1758 キジ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Bambusicola thoracica (Temminck,1815) コジュケイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ツル目 

ツル科 
 1. Grus japonensis (Muller,1776) タンチョウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Anthropoides virgo (Linnaeus,1758) アネハヅル 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  

 
クイナ科 

 1. Rallus aquaticus Linnaeus,1758 クイナ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Porzana pusilla (Pallas,1776) ヒメクイナ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Porzana fusca (Linnaeus,1766) ヒクイナ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Amaurornis phoenicurus (Pennant,1769) シロハラクイナ 
 ・ 1993.5釜石市鵜住居川河口 
 5. Gallinula chloropus (Linnaeus,1758) バン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Gallicrex cinerea (Gmelin,1789) ツルクイナ 
 ・ 1979.9重茂,1982陸前高田 
 7. Fulica atra Linnaeus,1758 オオバン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
チドリ目 

タマシギ科 
 1. Rostratula benghalensis (Linnaeus,1758) タマシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ミヤコドリ科 

 1. Haematopus ostralegus Linnaeus,1758 ミヤコドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
チドリ科 

 1. Charadrius hiaticula Linnaeus,1758 ハジロコチドリ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 2. Charadrius dubius Scopoli,1786 コチドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Charadrius placidus J.E.＆G.R.Gray,1863 イカルチドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Charadrius alexandrinus Linnaeus,1758 シロチドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Charadrius mongolus Pallas,1776 メダイチドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Pluvialis fulva (Gmelin,1789) ムナグロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Pluvialis squatarola (Linnaeus,1758) ダイゼン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Vanellus cinereus (Blyth,1842) ケリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Vanellus vanellus (Linnaeus,1758) タゲリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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シギ科 
 1. Arenaria interpres (Linnaeus,1758) キョウジョシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Calidris ruficollis (Pallas,1776) トウネン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Calidris subminuta (Middendorff,1851) ヒバリシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Calidris temminckii (Leisler,1812) オジロトウネン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Calidris melanotos (Vieillot,1819) アメリカウズラシギ 
 ・ 1980.9、81.9陸前高田市 
 6. Calidris acuminata (Horsfield,1821) ウズラシギ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 7. Calidris aipina (Linnaeus,1758) ハマシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Calidris canutus (Linnaeus,1758) コオバシギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 9. Calidris tenuirostris (Horsfield,1821) オバシギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
10. Crocethia alba (Pallas,1764) ミユビシギ 
 ・ 1986.8盛岡市 
11. Eurynorhynchus pygmeus (Linnaeus,1758) へラシギ 
 ・ 1977年9月宮古市津軽石川河口 
12. Philomachus pugnax (Linnaeus,1758) エリマキシギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
13. Limicola falcinellus (Pontoppidan,1763) キリアイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Limnodromus scolopaceus (Say,1823) オオハシシギ 
 ・ 1982.11宮古市津軽石川 
15. Tringa erythropus (Pallas,1764) ツルシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
16. Tringa totanus (Linnaeus,1758) アカアシシギ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
17. Tringa stagnatilis (Bechstein,1803) コアオアシシギ 
 ・ 1981宮古市津軽石川 
18. Tringa nebularia (Gunnerus,1767) アオアシシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
19. Tringa guttifer (Nordmann,1835) カラフトアオアシシギ 
 ・ 1982.9陸前高田市 
20. Tringa ochropus Linnaeus,1758 クサシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
21. Tringa glareola Linnaeus,1758 タカブシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
22. Heteroscelus incanus (Gmelin,1789) メリケンキアシシギ 
 ・ 陸前高田市 
23. Heteroscelus brevipes (Vieillot,1816) キアシシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
24. Actitis hypoleucos (Linnaeus,1758) イソシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
25. Xenus cinereus (Guldenstadt,1775) ソリハシシギ 
 ・ 宮古市津軽石川河口 
26 Limosa limosa (Linnaeus,1758) オグロシギ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
27. Limosa lapponica (Linnaeus,1758) オオソリハシシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
28. Numenius arquata (Linnaeus,1758) ダイシャクシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
29. Numenius madagascariensis (Linnaeus,1766) ホウロクシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
30. Numenius phaeopus (Linnaeus,1758) チュウシャクシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
31. Numenius minutus Gould,1841 コシャクシギ 
 ・ 1978.6重茂 
32. Scolopax rusticola Linnaeus,1758 ヤマシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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33. Gallinago gallinago (Linnaeus,1758) タシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
34. Gallinago stenura (Bonaparte,1830) ハリオシギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
35. Gallinago megala Swinhoe,1861 チュウジシギ 
 ・ 津軽石川 (田鎖巌) 
36. Gallinago hardwickii (Gray,1831) オオジシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
37. Gallinago solitaria Hodgson,1831 アオシギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  

 
セイタカシギ科 

 1. Himantopus himantopus (Linnaeus,1758) セイタカシギ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 ・ 1987盛岡市 
 2. Recurvirostra avosetta Linnaeus,1758 ソリハシセイタカシギ 
 ・ 1985.5鵜住居 

 
ヒレアシシギ科 

 1. Phalaropus fulicarius (Linnaeus,1758) ハイイロヒレアシシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Phalaropus lobatus (Linnaeus,1758) アカエリヒレアシシギ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ツバメチドリ科 

 1. Glareola maldivarum Forster,1795 ツバメチドリ 
 ・ 1997.5久慈川 

 
トウゾクカモメ科 

 1. Catharacta maccormicki (Saunders,1893) オオトウゾクカモメ 
 ・ 1998.7宮古市沖 
 2. Stercorarius pomarinus (Temminck,1815) トウゾクカモメ 
 ・ 2000.7宮古市閉伊崎沖 
 3. Stercorarius parasiticus (Linnaeus,1758) クロトウゾクカモメ 
 ・ 宮古沖 
 4. Stercorarius longicaudus Vieillot,1819 シロハラトウゾクカモメ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  

 
カモメ科 

 1. Larus ridibundus Linnaeus,1766 ユリカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Larus argentatus Pontoppidan,1763 セグロカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Larus schistisagus Stejneger,1884 オオセグロカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Larus glaucescens Naumann,1840 ワシカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Larus hyperboreus Gunnerus,1767 シロカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Larus canus Linnaeus,1758 カモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Larus crassirostris Vieillot,1818 ウミネコ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Rissa tridactyla (Linnaeus,1758) ミツユビカモメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Chlidonias leucopterus (Temminck,1815) ハジロクロハラアジサシ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Chlidonias hybridus (Pallas,1811) クロハラアジサシ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
11. Sterna hirundo Linnaeus,1758 アジサシ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Sterna aleutica Baird,1869 コシジロアジサシ 
 ・ 1989.9宮古市 (野鳥90.7) 
13. Sterna albifrons Pallas,1764 コアジサシ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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ウミスズメ科 
 1. Uria aalge (Pontoppidan,1763) ウミガラス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Uria lomvia (Linnaeus,1758) ハシブトウミガラス 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 3. Cepphus carbo Pallas,1811 ケイマフリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Synthliboramphus antiquus (Gmelin,1789) ウミスズメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Synthliboramphus wumizusume (Temminck,1835) カンムリウミスズメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Aethia cristatella (Pallas,1769) エトロフウミスズメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Aethia pusilla (Pallas,1811) コウミスズメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Aethia psittacula (Paiias,1769) ウミオウム 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 9. Cerorhinca monocerata (Pallas,1811) ウトウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Fratercula corniculata (Naumann,1821) ツノメドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
11. Lunda cirrhata (Pa11as,1769) エトピリカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ハト目 

ハト科 
 1. Streptopelia orientalis (Latham,1790) キジバト 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Sphenurus sieboldii (Temminck,1835) アオバト 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Columba livia Gmelin,1789 カワラバト (ドバト) 外来種 

 
カッコウ目 

カッコウ科 
 1. Cuculus fugax Horsfield,1821 ジュウイチ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Cuculus canorus Linnaeus,1758 カッコウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Cuculus saturatus Blyth,1843 ツツドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Cuculus poliocephalus Latham,1790 ホトトギス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
フクロウ目 

フクロウ科 
 1. Asio otus (Linnaeus,1758) トラフズク 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) フクロウ科生息実態調査報告書, P27-31. 岩手県. 
 2. Asio flammeus (Pontoppidan,1763) コミミズク 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) フクロウ科生息実態調査報告書, P27-31. 岩手県. 
 3. Otus scops (Linnaeus,1758) コノハズク 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) フクロウ科生息実態調査報告書, P27-31. 岩手県. 
 4. Otus lempiji (Horsfield,1821) オオコノハズク 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) フクロウ科生息実態調査報告書, P27-31. 岩手県. 
 5. Aegolius funereus (Linnaeus,1758) キンメフクロウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Ninox scutulata (Raffles,1822) アオバズク 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) フクロウ科生息実態調査報告書, P27-31. 岩手県. 
 7. Strix uralensis Pallas,1771 フクロウ 
 ・ 岩手県生活環境部自然保護課 (1998) フクロウ科生息実態調査報告書, P27-31. 岩手県. 

 
ヨタカ目 

ヨタカ科 
 1. Caprimulgus indicus Latham,1790 ヨタカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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アマツバメ目 
アマツバメ科 

 1. Hirundapus caudacutus (Latham,1801) ハリオアマツバメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Apus affinis (Gray,1830) ヒメアマツバメ 
 ・ 日本野鳥の会盛岡支部 (1985) 日本野鳥の会盛岡支部報 陸前高田1998 
 3. Apus pacificus (Latham,1801) アマツバメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
プッポウソウ目 

カワセミ科 
 1. Ceryle lugubris (Temminck,1834) ヤマセミ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Halcyon pileata (Boddaert,1783) ヤマショウビン 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 3. Halcyon coromanda (Latham,1790) アカショウビン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Alcedo atthis (Linnaeus,1758) カワセミ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ブッポウソウ科 

 1. Eurystomus orientalis (Linnaeus,1766) ブッポウソウ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  

 
ヤツガシラ科 

 1. Upupa epops Linnaeus,1758 ヤツガシラ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  

 
キツツキ目 

キツツキ科 
 1. Jynx torquilla Linnaeus,1758 アリスイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Picus awokera Temminck,1835 アオゲラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Dryocopus martius (Linnaeus,1758) クマゲラ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 ・ 1995.10早坂 
 4. Dendrocopos major (Linnaeus,1758) アカゲラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Dendrocopos leucotos (Bechstein,1803) オオアカゲラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Dendrocopos kizuki (Temminck,1835) コゲラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
スズメ目 

ヒバリ科 
 1. Alauda arvensis Linnaeus,1758 ヒバリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ツバメ科 

 1. Riparia riparia (Linnaeus,1758) ショウドウツバメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Hirundo rustica Linnaeus,1758 ツバメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Hirundo daurica Linnaeus,1771 コシアカツバメ 
 ・ 1961.7宮古市繁殖 
 4. Delichon urbica (Linnaeus,1758) イワツバメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
セキレイ科 

 1. Motacilla citreola Pallas,1776 キガシラセキレイ 
 ・ 1996.5山田町関口川河口 
 2. Motacilla cinerea Tunstall,1771 キセキレイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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 3. Motacilla alba Linnaeus,1758 ハクセキレイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Motacilla grandis Sharpe,1885 セグロセキレイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Anthus hodgsoni Richmond,1907 ビンズイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Anthus cervinus (Pallas,1811) ムネアカタヒバリ 
 ・ 1996.10盛岡市下厨川 
 7. Anthus spinoletta (Linnaeus,1758) タヒバリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
サンショウクイ科 

 1. Pericrocotus divaricatus (Raffles,1822) サンショウクイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ヒヨドリ科 

 1. Hypsipetes amaurotis (Temminck,1830) ヒヨドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
モズ科 

 1. Lanius tigrinus Drapiez,1828 チゴモズ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 ・ 2000.6小岩井 
 2. Lanius bucephalus Temminck＆Schlegel,1847 モズ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Lanius cristatus Linnaeus,1758 アカモズ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 4. Lanius excubitor Linnaeus,1758 オオモズ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
レンジャク科 

 1. Bombycilla garrulus (Linnaeus,1758) キレンジャク 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Bombycilla japonica (Siebold,1824) ヒレンジャク 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
カワガラス科 

 1. Cinclus pallasii Temminck,1820 カワガラス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ミソサザイ科 

 1. Troglodytes troglodytes (Linnaeus,1758) ミソサザイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
イワヒバリ科 

 1. Prunella collaris (Scopoli,1769) イワヒバリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Prunella montanella (Pallas,1776) ヤマヒバリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Prunella rubida (Temminck＆Schlegel,1848) カヤクグリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ツグミ科 

 1. Erithacus akahige (Temminck,i835) コマドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Luscinia calliope (Pallas,1776) ノゴマ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 3. Luscinia cyane (Pallas,1776) コルリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Tarsiger cyanurus (Pallas,1773) ルリビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Phoenicurus auroreus (Pallas,1776) ジョウビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Saxicola torquata (Linnaeus,1766) ノビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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 7. Oenanthe deserti (Temminck,1825) サバクヒタキ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 8. Monticola solitarius (Linnaeus,1758) イソヒヨドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Zoothera dauma (Latham,1790) トラツグミ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Turdus sibiricus Pallas,1776 マミジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
11. Turdus cardis Temminck,1831 クロツグミ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Turdus chrysolaus Temminck,1831 アカハラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
13. Turdus pallidus Gmelin,1789 シロハラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Turdus obscurus Gmelin,1789 マミチャジナイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
15. Turdus naumanni Temminck,1820 ツグミ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
16. Turdus illiacus Linnaeus,1766 ワキアカツグミ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 

 
ウグイス科 

 1. Urosphena squameiceps (Swinhoe,1863) ヤブサメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Cettia diphone (Kittlitz,1831) ウグイス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Locustella fasciolata (Gray,1860) エゾセンニュウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 ・ 2000.6高松の池 
 4. Locustella ochotensis (Middendorff,1853) シマセンニュウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Locustella lanceolata (Temminck,1840) マキノセンニュウ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 6. Acrocephalus bistrigiceps Swinhoe,1860 コヨシキリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Acrocephalus arundinaceus (Linnaeus,1758) オオヨシキリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Phylloscopus borealis (Blasius,1858) メボソムシクイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Phylloscopus tenellipes Swinhoe,1860 エゾムシクイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Phylloscopus coronatus (Temminck＆Schlegel,1847) センダイムシクイ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
11. Regulus regulus (Linnaeus,1758) キクイタダキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Cisticola juncidis (Rafinesque,1810) セッカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ヒタキ科 

 1. Ficedula narcissina (Temminck,1835) キビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Ficedula mugimaki (Temminck,1835) ムギマキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Cyanoptila cyanomelana (Temminck,1829) オオルリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Muscicapa sibirica Gmelin,1789 サメビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Muscicapa griseisticta (Swinhoe,1861) エゾビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Muscicapa dauurica Pallas,1811 コサメビタキ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
カササギヒタキ科 

 1. Terpsiphone atrocaudata (Eyton,1839) サンコウチョウ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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エナガ科 
 1. Aegithalos caudatus (Linnaeus,1758) エナガ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
シジュウカラ科 

 1. Parus montanus Conrad,1827 コガラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Parus ater Linnaeus,1758 ヒガラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Parus varius Temminck＆Schlegel,1848 ヤマガラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Parus major Linnaeus,1758 シジュウカラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ゴジュウカラ科 

 1. Sitta europaea Linnaeus,1758 ゴジュウカラ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
キバシリ科 

 1. Certhia familiaris Linnaeus,1758 キバシリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
メジロ科 

 1. Zosterops japonica Temminck＆Schlegel,1847 メジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ホオジロ科 

 1. Emberiza leucocephala Gmelin,1771 シラガホオジロ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 2. Emberiza cioides Brandt,1843 ホオジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Emberiza yessoensis (Swinhoe,1874) コジュリン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Emberiza fucata Pallas,1776 ホオアカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Emberiza pusilla Pallas,1776 コホオアカ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 6. Emberiza chrysophrys Pallas,1776 キマユホオジロ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
 ・ (第3回自然環境保全基礎調査) 
 7. Emberiza rustica Palias,1776 カシラダカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 8. Emberiza elegans Temminck,1835 ミヤマホオジロ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Emberiza aureola Pallas,1773 シマアオジ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Emberiza rutila Pallas,1776 シマノジコ 
 ・ 日本鳥類目録編集委員会編 (2000) 日本鳥類目録改訂第６版. 日本鳥類学会. 
11. Emberiza sulphurata Temminck＆Schlegel,1848 ノジコ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Emberiza spodocephala Pallas,1776 アオジ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
13. Emberiza variabilis Temminck,1835 クロジ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Emberiza schoeniclus (Linnaeus,1758) オオジュリン 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
15. Plectrophenax nivalis (Linnaeus,1758) ユキホオジロ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 ・ (84.11津軽石) 、1985.1田老 

 
アトリ科 

 1. Fringilla montifringilla Linnaeus,1758 アトリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Carduelis sinica (Linnaeus,1766) カワラヒワ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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 3. Carduelis spinus (Linnaeug,1758) マヒワ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Carduelis flammea (Linnaeus,1758) ベニヒワ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 5. Leucosticte arctoa (Pallas,1811) ハギマシコ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 6. Carpodacus roseus (Pallas,1776) オオマシコ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Pinicola enucleator (Linnaeus,1758) ギンザンマシコ 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
 8. Loxia curvirostra Linnaeus,1758 イスカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 9. Loxia leucoptera Gmelin,1789 ナキイスカ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
10. Uragus sibiricus (Pallas,1773) ベニマシコ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
11. Pyrrhula pyrrhula (Linnaeus,1758) ウソ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
12. Eophona migratoria Hartert,1903 コイカル 
 ・ 遠藤公男他 (1987) 岩手の鳥獣百科. 岩手日報社.  
13. Eophona personata (Temminck＆Schlegel,1848) イカル 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
14. Coccothraustes coccothraustes (Linnaeus,1758) シメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ハタオリドリ科 

 1. Passer rutilans (Temminck,1835) ニュウナイスズメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Passer montanus (Linnaeus,1758) スズメ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
ムクドリ科 

 1. Sturnus philippensis (Forster,1781) コムクドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Sturnus cineraceus Temminck,1835 ムクドリ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 

 
コウライウグイス科 

 1. Oriolus chinensis Linnaeus,1766 コウライウグイス 
 ・ 1996.6安比 (鈴木一生) 

 
カラス科 

 1. Garrulus glandarius (Linnaeus,1758) カケス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 2. Cyanopica cyana (Pallas,1776) オナガ 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 3. Nucifraga caryocatactes (Linnaeus,1758) ホシガラス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 4. Corvus dauuricus Pallas,1776 コクマルガラス 
 ・ 1955年頃宮古市、1999年盛岡市 
 5. Corvus frugilegus Linnaeus,1758 ミヤマガラス 
 ・ 1997.2釜石市鵜住居 
 6. Corvus corone Linnaeus,1758 ハシボソガラス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
 7. Corvus macrorhynchos Wagler,1827 ハシブトガラス 
 ・ 葛 精一監修 (1978) 岩手の鳥獣. 岩手県環境保健部自然保護課 
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爬虫綱 

 

 

凡例 

１ 和名、学名、科名及び科の配列は、環境庁自然保護局(1993)の｢第4回自然環境保全基礎調査動植物分布調査報告書(両生･爬 

  虫類)｣に従った。 

２ この目録は2000年現在のものである。 
 
 

カメ目 
ウミガメ科 

 1. Chelonia mydas (Linnaeus,1758) アオウミガメ 
 2. Caretta caretta (Linnaeus,1758) アカウミガメ 

 
ヌマガメ科 

 1. Geoclemys reevesii (Gray,1831) クサガメ 
 2. Chrysemys scripta elegans (Wied,1839) アカミミガメ 
 3. Mauremys japonica (Temminck et Schlegel,1835) イシガメ 

 
スッポン科 

 1. Trionyx sinensis Wiegmann,1834 スッポン 
 

トカゲ目 
ヤモリ科 

 1. Gekko japonicus (Dumeril et Bibron,1836) ヤモリ 
 
トカゲ科 

 1. Eumeces latiscutatus (Hallowell,1860) トカゲ(ニホントカゲ) 
 
カナヘビ科 

 1. Takydromus tachydromoides (Schlegel,1838) カナヘビ 
 
ヘビ科 

 1. Achalinus spinalis Peters,1869 タカチホヘビ 
 2. Elaphe quadrivirgata (Boie,1826) シマヘビ 
 3. Elaphe conspicillata (Boie,1826) ジムグリ 
 4. Elaphe climacophora (Boie,1826) アオダイショウ 
 5. Dinodon orientalis (Hilgendorf,1880) シロマダラ 
 6. Natrix vibakari vibakari (Boie,1826) ヒバカリ 
 7. Rhabdophis tigrinus tigrinus (Boie,1826) ヤマカガシ 

 
クサリヘビ科 

 1. Agkistrodon blomhoffii (Boie,1826) マムシ 
 
 
 
 
引用並びに参考文献 

 ・ 千石正一編 (1979) 原色両生･爬虫類. 家の光協会. 

 ・ 松井孝爾 (1985) 日本の両生類･爬虫類. 小学館. 
 ・ 茨城県 (2000) 茨城における絶滅のおそれのある野生生物＜動物編＞. 茨城県版レッドデータブック. 
 ・ 金井郁夫編著 (1988) 高尾山の動物. 日本の生物, 2(9). 文一総合出版. 
 ・ 大野正男 (1989) シロマダラに関する知見総説. 日本の生物, 3(8). 
 ・ 東北電力 (1998) 葛根田川地熱発電所動物モニタリング調査報告書. 
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両生綱 
 
 

凡例 

 １ 和名、学名、科名及び科の配列は、環境庁自然保護局(1993)の｢第4回自然環境保全基礎調査動植物分布調査報告書(両生･爬 

   虫類)｣に従った。 

２ この目録は2000年現在のものである。 
 
 

サンショウウオ目 
サンショウウオ科 

 1. Hynobius lichenatus Bouleger,1883 トウホクサンショウウオ 
 2. Hynobius nigrescens nigrescens Stejneger,1907 クロサンショウウオ 
 3. Onychodactylus japonicus (Houttuyn,1782) ハコネサンショウウオ 

 
イモリ科 

 1. Cynops pyrrhogaster pyrrhogaster (Boie,1826) イモリ 
 

カエル目 
ヒキガエル科 

 1. Bufo japonicus formosus Boulenger,1883 アズマヒキガエル 
 
アマガエル科 

 1. Hyla japonica Günther,1858 アマガエル 
 
アカガエル科 

 1. Rana tagoi tagoi Okada,1928 タゴガエル 
 2. Rana japonica japonica Gunther,1858 ニホンアカガエル 
 3. Rana ornativentris Werner,1904 ヤマアカガエル 
 4. Rana nigromaculata Hallowell,1860 トノサマガエル 
 5. Rana porosa porosa Cope,1868 トウキョウダルマガエル 
 6. Rana limnocharis Wiegmann,1835 ヌマガエル 
 7. Rana catesbeiana Shaw,1802 ウシガエル 
 8. Rana rugosa Schlegel,1838 ツチガエル 

 
アオガエル科 

 1. Rhacophorus schlegelii (Gunther,1858) シュレ－ゲルアオガエル 
 2. Rhacophorus arboreus (Okada et Kawano,1924) モリアオガエル 
 3. Buergeria buergeri (Schlegel,1838) カジカガエル 

 
 
 
 
引用並びに参考文献 

 ・ 環境庁自然保護局 (1993) ｢第4回自然環境保全基礎調査動植物分布調査報告書(両生･爬虫類). 環境庁. 

 ・ 中村健児・上野俊一 (1963) 原色日本両性爬虫類図鑑. 保育社. 
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硬骨魚綱 
 

淡水魚類 
 
 

凡例 

１ 淡水魚類の学名及び分類体系は主として中坊徹次編(1993)による「日本産魚類検索－全種の同定」(東海大学出版会)に依拠し 

  ている。また、一部の魚種の学名は川那部浩哉・水野信彦編(1989)の「日本の淡水魚」(山と渓谷社)にも依っている。 

２ 本県に生息する淡水魚類の総計は74種及び１集団である。ここで「種」として記載している74種には,厳密にはいくつかの種・ 

  亜種・型の各分類群が含まれている。 

３ リストされている魚種のうち、スナヤツメ北方型と南方型は現在スナヤツメ１種に含まれるが、遺伝的には別種レベルにまで 

  分化しており、近い将来２種に分けられるのが確実である。従って、学名は従来のまま、別種として扱っている。 

４ メダカ北日本集団と南日本集団は、現在同種とされているが、それぞれ別の遺伝的な集団と考えられるため、ここでは別種と 

  して扱っている。 

５ イトヨ遡河回遊型と淡水型はそれぞれ生活史が異なっているが、遺伝的には同一集団であるため、同種の２集団として扱って 

  いる。 

６ ※印は明らかな移入あるいは移殖によってもたらされた種を示す。また、周縁性淡水魚類(汽水性または明らかな海産魚)は除 

  いている。 

 
 

頭甲綱 
ヤツメウナギ目 

ヤツメウナギ科 
 1. Lethenteron reissneri (Dybowski),northern form スナヤツメ北方型 
 2. Lethenteron reissneri (Dybowski),southern form スナヤツメ南方型 
 3. Lethenteron kessleri (Anikin) シベリアヤツメ 
 4. Lethenteron japonicum (Martens) カワヤツメ 

 
 

硬骨魚綱 
ウナギ目 

ウナギ科  
 1. Anguilla japonica Temminck et Schlegel ウナギ 

 
コイ目 

コイ科 
 1. Cyprinus carpio Linnaeus コイ 
 2. Carassius cuvieri Temminck et Schlegel ゲンゴロウブナ※ 
 3. Carassius auratus langsdorfii Cuvier et Valenciennes ギンブナ 
 4. Carassius auratus subsp.1 キンブナ 
 5. Carassius auratus subsp.2 フナ 
 6. Tanakia lanceolata (Temminck et Schlegel) ヤリタナゴ 
 7. Acheilognathus melanogaster Bleeker タナゴ 
 8. Acheilognathus tabira subsp. アカヒレタビラ※ 
 9. Acheilognathus rhombeus(Temminck et Schlegel) カネヒラ※ 
10. Acheilognathus cyanostigma Jordan et Fowler イチモンジタナゴ※ 
11. Acheilognathus typus (Bleeker) ゼニタナゴ 
12. Rhodeus ocellatus ocellatus (Kner) タイリクバラタナゴ※ 
13. Opsariichthys uncirostris uncirostris(Temminck et Schlegel) ハス※ 
14. Zacco platypus (Temminck et Schlegel) オイカワ※ 
15. Zacco temmincki (Temminck et Schlegel) カワムツＢ型※ 
16. Phoxinus lagowskii steindachneri Sauvage アブラハヤ 
17. Tribolodon brandti (Dybowski) マルタ 
18. Tribolodon ezoe Okada et Ikeda エゾウグイ 
19. Tribolodon hakonensis (Günther) ウグイ 
20. Pseudorasbora parva (Temminck et Schlegel) モツゴ※ 
21. Pseudorasbora pumila pumila Miyadi シナイモツゴ 
22. Sarcocheilichthys variegatus microoculus Mori ビワヒガイ※ 
23. Gnathopogon elongatus elongatus (Temminck et Schlegel) タモロコ※ 
24. Gnathopogon caerulescens (Sauvage) ホンモロコ※ 
25. Biwia zezera (Ishikawa) ゼゼラ※ 
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26. Pseudogobio esocinus esocinus (Temminck et Schlegel) カマツカ※ 
27. Abbottina rivularis (Basilewsky) ツチフキ※ 
28. Hemibarbus barbus (Temminck et Schlegel) ニゴイ 
29. Squalidus chankaensis biwae (Jordan et Snyder) スゴモロコ※ 

 
ドジョウ科 

 1. Misgurnus anguillicaudatus (Cantor) ドジョウ  
 2. Cobitis biwae Jordan et Snyder シマドジョウ 

 
ナマズ目 

ギギ科 
 1. Pseudobagrus tokiensis Doderlein ギバチ 

 
ナマズ科 

 1. Silurus asotus Linnaeus ナマズ 
 
アカザ科 

 1. Liobagrus reini Hilgendorf アカザ※ 
 

サケ目 
キュウリウオ科 

 1. Hypomesus transpacificus nipponensis McAllister ワカサギ 
 
アユ科 

 1. Plecoglossus altivelis altivelis Temminck et Schlegel アユ 
 
サケ科 

 1. Hucho perryi(Brevoort) イトウ 
 2. Salvelinus leucomaenis leucomaenis (Pallas) アメマス 
 3. Salvelinus leucomaenis pluvius (Hilgendorf) ニッコウイワナ 
 4. Salvelinus fontinalis (Mitchill) カワマス※ 
 5. Oncorhynchus mykiss (Walbaum) ニジマス※ 
 6. Oncorhynchus keta (Walbaum) サケ 
 7. Oncorhynchus nerka (Walbaum) ベニザケ 
 8. Oncorhynchus gorbuscha (Walbaum) カラフトマス 
 9. Oncorhynchus kisutch (Walbaum) ギンザケ※ 
10. Oncorhynchus masou masou (Breboort) サクラマス(ヤマメ) 

 
ダツ目 

メダカ科 
 1. Oryzias latipes (Temminck et Schlegel) メダカ南日本集団 

 
トゲウオ目 

トゲウオ科 
 1. Gasterosteus aculeatus aculeatus Linnaeus,anadromous form イトヨ大平洋グループ遡河回遊型 
 2. Gasterosteus aculeatus aculeatus Linnaeus,freshwater form イトヨ大平洋グループ淡水型 

 
カサゴ目 

カジカ科 
 1. Cottus pollux Gunther,large-egg type カジカ(大卵型) 
 2. Cottus reinii Hilgendorf ウツセミカジカ(カジカ小卵型) 
 3. Cottus hangiongensis Mori カンキョウカジカ 
 4. Cottus nozawae Snyder ハナカジカ 

 
スズキ目 

サンフィッシュ科 
 1. Lepomis macrochirus Rafinesque ブルーギル※ 
 2. Micropterus salmoides (Lacepède) オオクチバス※ 
 3. Micropterus dolomieu コクチバス※ 

 
ハゼ科 

 1. Leucopsarion petersii Hilgendorf シロウオ 
 2. Luciogobius guttatus Gill ミミズハゼ 
 3. Chaenogobius sp.2 スミウキゴリ 
 4. Chaenogobius urotaenia (Hilgendorf) ウキゴリ 
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 5. Chaenogobius sp.1 シマウキゴリ 
 6. Chaenogobius castaneus (O'Shaughnessy) ビリンゴ 
 7. Chaenogobius laevis (Steindachner) ジュズカケハゼ 
 8. Acanthogobius lactipes (Hilgendorf) アシシロハゼ 
 9. Rhinogobius sp.CB シマヨシノボリ 
10. Rhinogobius sp.LD オオヨシノボリ 
11. Rhinogobius sp.CO ルリヨシノボリ 
12. Rhinogobius sp.OR トウヨシノボリ 
13. Tridentiger brevispinis Katsuyama,Arai et Nakamura ヌマチチブ 
14. Tridentiger obscurus (Temminck et Schlegel) チチブ 

 
タイワンドジョウ科 

 1. Channa argus (Cantor) カムルチー※ 
 
 
 
 
引用並びに参考文献 
 ・ 青柳兵司 (1957) 日本列島産淡水魚類総説, 大修館書店. 
 ・ 後藤  晃 (1981) カンキョウカジカCottus hangiongensis の生活史と分布.北大水産彙報,32: 10-21. 
 ・ 後藤  晃 (1982) 北海道の淡水魚類相とその起源.淡水魚,8: 19-26. 
 ・ 後藤 晃 (1987) 淡水カジカ類の分布と種分化.日本の淡水魚類(水野信彦・後藤晃編),156-166. 東海大学出版会. 
 ・ Goto,A. and T.Andoh (1990) Genetic divergence between the sibling species of river sculpin, Cottus amblystomopsis and C. nozawae, with 

special reference to speciation. Env.Bio.Fish., 28: 257-266. 
 ・ 樋口正仁・後藤 晃 (1994) イトヨの集団構造と分化プロセス.川と海を回遊する魚－生活史と進化－(後藤晃・塚本勝巳・前

川光司編)., 114-126pp.東海大学出版会. 
 ・ 本間義治 (1987) イトヨ類. 日本の淡水魚類(水野信彦・後藤晃編),124-133. 東海大学出版会. 
 ・ 市川杜夫・佐竹邦彦・沢田邦久・中村 学 (1991) 盛岡市内主要河川の生物学的水質調査報告書(総集編), 盛岡市. 
 ・ 池田兵司 (1936) 青森県の淡水魚. 博物学雑誌,34:1-6. 
 ・ 池田兵司 (1939) 本邦北部に於ける淡水魚類分布上注意すべき二三の問題.日本生物地理学会会報,9: 81-84. 
 ・ 池田兵司・井出嘉雄 (1938) 秋田県の淡水魚類.名古屋生物学会報,24-32. 
 ・ 岩手県 (1978) 第２回自然環境保全基礎調査動物調査報告書 (淡水魚類), 岩手県. 
 ・ 川那部浩哉・水野信彦(編) (1989) 日本の淡水魚, 山と渓谷社. 
 ・ 建設省河川局治水課 (1993) 平成２・３年度河川水辺の国勢調査年鑑, 山海堂. 
 ・ 小山真一郎 (1957) 岩手県産淡水魚類, 42pp. 
 ・ Kurawaka, K. (1977) Cephalic lateralline systems and geographical distribution in the genus Tribolodon (Cyprinidae).Japan.J. 

Ichthyol., 24: 167-175. 
 ・ 倉若欣司 (1985) 相互認知と種分化.認識と行動(玉野井逸郎・上村保子・坂井昭宏  編),50-74. 培風館. 
 ・ 倉若欣司 (1992) 意味論, どうぶつ社. 
 ・ 建設省東北地方建設局 (1995) 河川水辺の国勢調査(ダム湖版). 
 ・ 宮地伝三郎・川那部浩哉・水野信彦 (1976) 原色淡水魚類図鑑, 保育社. 
 ・ 水野信彦 (1987) ヨシノボリ類.日本の淡水魚類(水野信彦・後藤晃編),179-188., 東海大学出版会. 東京. 
 ・ 水野信彦・後藤 晃(編) (1987) 日本の淡水魚類－その分布,変異,種分化をめぐって, 東海大学出版会 
 ・ 中坊徹次(編),1993.日本産魚類検索－全種の同定.東海大学出版会 
 ・ 中村守純 (1962) 北上川水系魚相調査報告,36+5pp. 水産庁漁政部漁業振興課 
 ・ 中村守純 (1969)  日本のコイ科魚類,455pp. (財)資源科学研究所. 
 ・ 中村守純 (1976) 広瀬・名取川水系魚類相調査報告書,154pp. 仙台市. 
 ・ 西村三郎 (1974) 日本海の成立, 築地書館. 
 ・ 日本第４紀学会(編) (1987) 日本第４紀地図, 東京大学出版会. 
 ・ Okada, Y. (1960) Studies on the freshwater fishes of Japan Ⅱ. Special Part. J.Fac.Fish.,Pref.Univ.Mie., 4(2):267-588.  
 ・ Okada,Y. and H.Ikeda (1938) Notes on the Fresh water fishes of the Tohoku Di-strict of the Saito Ho-on Kai Museum. Saito Ho-on Kai 

Museum Res.Bull., 15: 85-139. 
 ・  Okumura,N.and A.Goto. (1996) Genetic variation and differentiation of the two river sculpins,Cottus nozawae and 

C.amblystomopsis,deduced from allozyme and estriction enzyme-digested mtDNA fragment length polymorphism analyses.  
Ichthyol.Res., 43: 399-416. 

 ・ 酒泉 満 (1987) メダカの分子生物地理学.日本の淡水魚類 (水野信彦・後藤晃編), 81-90. 東海大学出版会. 東京. 
 ・ 佐藤隆平・小畑千賀志 (1975) 北上川及び鳴瀬吉田川水系魚類生息調査報告.建設省東北地方建設局,34-112. 
 ・ 杉山秀樹 (1981) 秋田県に生息する淡水魚類の研究Ⅱ.秋田県に生息する淡水性カジカ属４種の分布について.日本水産学会 
      東北支部会報,31: 22-26. 
 ・ 杉山秀樹 (1984) 秋田県における淡水魚類相とその特徴.日本水産学会東北支部会報,34:93-97. 
 ・ 杉山秀樹 (1985) 秋田の淡水魚, 秋田魁新報社. 
 ・ 高橋清孝 (1997) シナイモツゴ.日本の希少淡水魚の現状と系統保存 (長田芳和・細谷和海編), 104-113. 緑書房. 
 ・ 高橋清孝 (1998) シナイモツゴ.日本の希少な野生水生生物に関するデータブック(水産庁編), 142-143. 日本水産資源保護 
      協会. 
 ・ 高田啓介 (1987) トミヨ属魚類の遺伝的分化.日本の淡水魚類 (水野信彦・後藤晃編), 134-143. 東海大学出版会. 
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